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（新課程用）

課題研究 単　　位　　数 ３単位

学科・学年 農林技術科　第２学年

 
１　学習到達目標等

学習の到達目標 (1) 生徒自ら課題を設定して計画を立て実施することで，計画性，実践力及び問題

　解決の能力を養います。 

(2) 自主的，継続的に学習することで探求的，創造的な態度と能力を身に付けます。 

(3) 課題解決により，成就感と自信を持つことで，自己実現を図る能力と態度を身

　に付けます。

使用教科書・副教材等 　各専攻によって異なる。

 
２　学習計画及び評価方法等 
　（１）学習計画等

学 単　元　名 月 学習のねらい 備　考 

期 学 習 内 容 評　価　規　準 （学習活動の特記事項他）

 課題発見とテーマの決定 ４ ・課題研究の意味を理解します。 ・農業の専門教科での学習を

一 計画（計画の立案）  ・自分の専攻班の中で課題を見出し，研 基本に担当教員と綿密に打

学 実施（学習活動） ５ 　究テーマを決定します。 ち合わせをします。 

期  ・テーマに従って課題解決の計画を作り ・計画に従い無理の無いよう

６ 　ます。 実施します。

７ ・計画に従って学習活動を行います。

 【課題・提出物等】 
 ・テーマ及び計画書を提出します。 

 ・実施日誌等を提出します。

 【第１学期の評価方法】 
・学習に取り組む態度や意欲（服装，出席状況，提出物等）により評価します。

 実施（学習活動） ９ ・１学期に引き続き活動を行います。 ・実施の状況を担当教諭と連

二 学習のまとめ １０ ・学習結果に従い結果をまとめます。 携をとり的確な実践になる

学 発表原稿の作成 １１ ・発表に備え，原稿のまとめやプレゼン ようにします。 

期 １２ 　テーションの作成を行います。 ・得られた結果が適切に理解

・データの分析や考察の検討を通して， できるようにまとめをしま

論理的思考を身に付けます。 す。

 【課題・提出物】 
 ・実施日誌等を提出します。 

 ・課題研究のまとめを提出します。

 【第２学期の評価方法】 
・学習に取り組む態度や意欲（服装，出席状況，提出物等）により評価します。

三 研究発表 １ ・作成した原稿とプレゼンテーションを ・結果を整理し的確な発表を
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学 ２ 　用いて発表します。 行います。

期 ３ ・研究冊子　まとめ

 【課題・提出物等】 
 ・実施日誌等を提出します。 

 ・課題研究のまとめを提出します。

 【第３学期の評点方法】 
・学習に取り組む態度や意欲（服装，出席状況，提出物等）により評価します。

【年間の学習状況からの評価方法】 
各学期末の観点別評価を総合し，年間の学習成績を５段階にまとめる。

 

(２)  評価の観点，内容及び評価方法 
学習状況は，「知識・技能」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で 

評価します。

評価の観点及び内容 評価方法

 ・課題解決に向けての実習や実験内容の基本 ・学習活動への参加の仕方や態度 

知 識 ・ 技 能  的な知識を理解し，そのための技術が身につ ・発表 

いている。 ・記録簿（まとめ・考察・感想）

 ・課題を多面的にとらえ考察を行っている。 ・レポート 

思考・判断・表現 ・課題を科学的にとらえ合理的に解決する実 　（日誌のまとめ，考察・感想） 

　践的な態度を身に付いている。 

・結果の考察などが正確に表現できるか。

 ・課題設定や計画立案を積極的で，解決に向 ・実験の進め方 

主体的に学習に取 けて協働的に取り組む態度が身についてい ・器具の取扱い 

り組む態度 る。 ・レポート 

・実習に対する服装や姿勢が，良好で意欲に 　（日誌のまとめ，考察・感想）

学習している。

 【観点別学習状況の評価】 

  「十分満足できる」状況と判断されるもの･･････････Ａ 

　「おおむね満足できる」状況と判断されるもの ･････Ｂ 

   「努力を要する」 状況と判断されるもの ･････････Ｃ

 

３　担当者からのメッセージ

確かな学力を身に付ける 　農業科目という一つの観点で見るのではなく，その他の科目（国語や数学な

ためのアドバイス ど）の観点からも見つめ考えなければならない。苦手分野もこの課題研究に取

り入れることによって，自分の学力につなげてもらいたい。

授業を受けるに当たって 　普段疑問に思っていたことや研究してみたいことを課題とし，その課題解決

守ってほしい事項 のために様々な観点から考察できるように，普段から積極的に授業に取り組ん

でもらいたい。

その他 特になし
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（ 新 課 程 用 ）  

総 合 実 習  単　位　数
 
３ 単 位

（ 部 門 別 ）

学科・学年 農 林 技 術 科 ・ 第 ２ 学 年

 

１　学習到達目標等  

 (1)体 験 的 な 学 習 を 通 し て ， 総 合 的 な 知 識 と 技 術 を 習 得 し ま す 。  
　 　 学習の到達目標 (2)専 攻 に お い て の 内 容 理 解 を 深 め ， 基 礎 的 専 門 分 野 の 知 識 や 　

　  実 技 な ど 実 践 的 な 能 力 と 態 度 を 育 て ま す 。

使用教科書・副教材等 実 験 実 習 ノ ー ト

 

２　学習計画及び評価方法等 

　（１）学習計画等  

学 単  元  名  月 学  習  の  ね  ら  い  　　　 備　考　　 考 

期 学  習  内  容 評  価  規  準 (学習活動の特記事項 他) 査

一  専 攻 別 で の 専 門 学 習  ４  ・ 専 攻 に お け る 基 本 的 な 作 業 ・ レ ポ ー ト の 書 き 方 と 整

 　 ・ 大 家 畜 ・ 作 物 班   管 理 ・ 技 術 を 学 び ， 専 門 的 知 理 法 に つ い て 学 び ま

学 　 ・ 中 小 家 畜 班  ５  識 ・ 技 術 を 学 び ま す 。  す 。    

 　 ・ 園 芸 班   ・ 農 業 技 術 検 定 の 初 級 ・ 中 級 ・ 実 技 テ ス ト の 実 施 に

期  　 ・ 林 業 班  ６  の 合 格 を 目 指 し ま す 。  つ い て 学 び ま す 。  

　 ・ 食 品 加 工 班   ・ 農 業 鑑 定 競 技 や 意 見 発 表 を ・ 各 種 競 技 会 へ 参 加 す

７ 通 し て ， 農 業 に 関 す る 知 識 を る 態 度 を 養 い ま す 。  

深 め ま す 。 ・ 生 産 物 の 販 売 を 行 い ，

接 客 な ど を 学 び ま す 。

【課題・提出物等】　 

　 ・ 毎 回 の 総 合 実 習 の レ ポ ー ト 提 出  
　 ・ 意 見 発 表 原 稿 提 出

【第１学期の評価方法】 

　・ 出 席 点 　 ・ 毎 回 の 実 習 態 度 　 ・ 毎 回 の レ ポ ー ト 提 出 　 ・ 校 内 農 業 鑑 定 競 技  

  ・ 意 見 発 表 へ の 積 極 的 参 加 と 結 果  

　※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

二   専 攻 別 で の 専 門 学 習  ９   ・ 専 攻 に お け る 基 本 的 な 作 業 ・ 各 種 競 技 へ 参 加 す る

 　 ・ 大 家 畜 ・ 作 物 班   管 理 ・ 技 術 を 学 び ， 専 門 的 知 態 度 を 養 い ま す 。     

学  　 ・ 中 小 家 畜 班  10 識 ・ 技 術 を 学 び ま す 。       

 　 ・ 園 芸 班   ・ 農 業 技 術 検 定 の 初 級 ・ 中 級                    

期  　 ・ 林 業 班  11 の 合 格 を 目 指 し ま す 。      

 　 ・ 食 品 加 工 班   ・ 産 業 現 場 で の 総 合 的 な 実 習 ・ 生 産 物 の 販 売 を 行 い ，

 12 を 通 し て ， 農 業 生 産 工 程 管 理 接 客 な ど を 学 び ま す 。

や マ ー ケ テ ィ ン グ ， 労 働 管 理 の 　 　

手 法 等 を 学 び ま す 。

【課題・提出物等】　 

 毎 回 の 総 合 実 習 の レ ポ ー ト 提 出

【２学期の評価方法】 

  ・ 出 席 点 　 　 ・ 毎 回 の 実 習 態 度 　 　 ・ 毎 回 の レ ポ ー ト 提 出  

　※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

三  専 攻 別 で の 専 門 学 習  １  ・ 専 攻 に お け る 基 本 的 な 作 業 ・ 実 技 テ ス ト の 実 施 に

 　 ・ 大 家 畜 ・ 作 物 班   管 理 ・ 技 術 を 学 び ， 専 門 的 知 つ い て 学 び ま す 。     

学 　 ・ 中 小 家 畜 班  ２  識 ・ 技 術 を 学 び ま す 。      
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 　 ・ 園 芸 班   ・ 農 業 技 術 検 定 の 初 級 ・ 上 級 ・ 生 産 物 の 販 売 を 行 い ，

期 　 ・ 林 業 班  ３ の 合 格 を 目 指 し ま す 。  接 客 な ど を 学 び ま す 。

　 ・ 食 品 加 工 班

【課題・提出物等】　 

　  毎 回 の 総 合 実 習 の レ ポ ー ト 提 出

【３学期の評価方法】 

　 ・ 出 席 点 　 　 　 ・ 毎 回 の 実 習 態 度 　 　 　 ・ 毎 回 の レ ポ ー ト 提 出 　 

　※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

【年間の学習状況からの評価方法】 

　※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。

  
　（２）評価の観点，内容及び評価方法 

　　学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

評価の観点及び内容 評価方法

 ・ 各 専 攻 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 と 技 術 を 身 日 本 農 業 技 術 検 定  

知 識 ・ 技 能  に つ け ， 特 性 と 社 会 環 境 の 関 係 や 育 成 の 過 レ ポ ー ト

程 等 を 理 解 し て い る か 。

 ・ 管 理 の 記 録 を 分 析 す る な ど 課 題 を 多 面 的 レ ポ ー ト  

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現  に 考 察 し て い る か 。  意 見 発 表

・ 見 出 し た 課 題 を 科 学 的 に と ら え て 合 理 的

に 解 決 す る 実 践 的 な 能 力 を 身 に つ け て い る

か 。

 ・ 各 専 攻 学 習 に 興 味 ・ 関 心 を 高 め て い る か 。  プ ロ ジ ェ ク ト 発 表  
主 体 的 に 学 習 に  ・ 各 専 攻 に 関 す る プ ロ ジ ェ ク ト を 主 体  農 業 鑑 定 競 技  
取 り 組 む 態 度  的 に 行 う な ど 課 題 の 探 求 に 意 欲 的 に 取  レ ポ ー ト  

り 組 む と と も に ， そ の 課 題 を 科 学 的 に  

と ら え て 合 理 的 に 解 決 し よ う と す る 実  

践 的 な 態 度 を 身 に つ け て い る か 。

【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】  

　 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････････Ａ  

　 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ  

　 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････････Ｃ

 

３　担当者からのメッセージ  

確かな学力を身に付 ・ 農 業 技 術 検 定 を 繰 り 返 し 勉 強 し ， 合 格 の 目 標 を 持 っ て 真 剣 に 取 り 組 ん

ける た め の ア ド バ で く だ さ い 。  
イ ス ・ 授 業 で 学 ん だ 事 を レ ポ ー ト に 書 き と め ， 積 極 的 に 質 問 し て 下 さ い 。

              ・ 授 業 は チ ャ イ ム と 同 時 に 始 め ま す の で ， 時 間 厳 守 で 集 合 し て 下 さ い 。  
授 業 を 受 け る に 当 ・ 実 験 ・ 実 習 の 際 は 道 具 な ど の 取 り 扱 い に は 万 全 の 注 意 を し て 下 さ い 。  
た っ て 守 っ て ほ し ・ 授 業 の 最 後 は 後 片 付 け を し っ か り し て 下 さ い 。  
い 事 項 ・ 校 外 で の 実 習 等 で は マ ナ ー を し っ か り と 守 っ て 下 さ い 。

 ・ 総 合 実 習 を 通 し て ， 基 本 的 な 知 識 の 習 得 か ら 専 門 的 な 知 識 の 理 解 を 深

そ の 他  め ま し ょ う 。  
・ 農 家 や 企 業 な ど の 訪 問 を 通 し て ， 地 域 と の 関 わ り を 深 め ， 地 域 農 業 を 活

性 化 し ま し ょ う 。  
・ プ ロ ジ ェ ク ト 発 表 や 農 業 鑑 定 競 技 等 の 各 種 競 技 大 会 に 積 極 的 に 参 加

し ， 自 ら の 力 を 発 揮 し ま し ょ う 。 　
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（新課程用）  

 

農業と情報  

 

単 位 数 

 

２単位  

 

 

学科・学年 

 

 

農林技術科・第２学年  

 

 

１ 学習到達目標等  

 

 

  学習の到達目標 

 

１  農業に関する情報を体系的・系統的に理解し，関連する技術を習得す

る。  

２  農業に関する情報の調査・分析・活用ができるように，課題について

主体的・協働的に取り組む。  

使用教科書・副教材等 教科書：実教出版「農業と情報」  

副教材：「全商ビジネス文書実務検定模擬試験問題集２級」（実教出版）  

    「全商情報処理検定模擬試験問題集３級」（実教出版）  

 

２ 学習計画及び評価方法等 

 （１）学習計画等  

 

学 

期 

 

単  元  名  

学  習  内  容  

 

月 

 

 

学  習  の  ね  ら  い  

評  価  規  準  

 

    備 考   

(学習活動の特記事項他)  

 

考 

査 

 

一  

 

学 

 

期  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  スマート農業への展望  

 １  ス マ ー ト 農 業 の め ざ す 将

来  

 ２  システム開発と設計  

  

３  プログラムの設計  

  

４  計測と制御  

  

５  リモートセンシングとＧ  

 ＩＳ  

 ６  人工知能  

 

４  

４  

 

５  

 

６  

 

 

７  

 

 

 

 

 

 

・ デ ー タ の 重 要 性 や 農 業 情 報 シ

ステムについて理解します。  

・ シ ス テ ム 開 発 ・ 設 計 の 流 れ を

理解します。  

・ プ ロ グ ラ ム の 設 計 の 流 れ を 理

解します。  

・ 計 測 と 制 御 の メ カ ニ ズ ム を 理

解します。  

・ リ モ ー ト セ ン シ ン グ と Ｇ Ｉ Ｓ

の概要について理解します。  

・ 人 工 知 能 の 概 要 や ロ ボ ッ ト 農

機を理解します。  

 

 

 

 

ビジネス文書実務

検定（３・２級）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 

間 

考 

査 

 

 

 

期  

末  

考  

査  

 

【課題・提出物等】  

配布プリント，実技の印刷物，ノート  

【第１学期の評価方法】 

１  毎時間の学習時間への取り組む態度や課題の提出状況と定期考査等の成績や小テ ストな

どで評価します。  

 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 

二  

 

学  

 

期  

 

 

５  農業情報の分析と活用  

 

 １  農業情報の収集と分析  

 

 ２  農業生産や経営情報の分  

  析と活用  

 ３  環境に関する情報の分析  

と活用  

 ４  食品や地域資源に関する  

情報の分析と活用  

 

 

９  

 

10  

 

11  

 

12  

 

 

 

・農業情報の種類と内容につい

て理解します。  

 

・農業生産や農業経営，出荷，

販売に関する情報を活用しま

す。  

・環境情報の種類と情報内容お

よび活用について理解します。  

・食品の安全性や地域資源を守

るための情報活用技術について

理解します。  

 

  

 

ビジネス文書実務

検定（３・２級）  

 

全商情報処理検定

(３級 )  

 

 

中
間
考
査  

 

期
末
考
査  

 

【課題・提出物等】  

配布プリント，実技の印刷物，ノート  

【２学期の評価方法】 

１  毎時間の学習時間への取り組む態度， 検定試験に向けての実技の成果， 課題の提出状況

と定期考査等の成績などで評価します。  

 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。  
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三 

 

学 

 

期 

 

 

 

 

 

 

６  農業学習と情報活用  

 １  農業学習とプロジェクト  

学習  

 ２  プロジェクト発表と情報  

発信  

 ３  データの視覚化と分析  

 

 

１  

 

２  

 

３  

・農業学習の特徴とプロジェク

トの四段階について理解しま

す。  

・学校紹介プレゼンを作成しま

す。  

 

・プロジェクトの

実施について学び

ます。  

 

 

 

 

学 

年 

末 

考

査 

【課題・提出物等】  

配布プリント，実技の印刷物，ノ ート  

【三学期の評価方法】 

 １  毎時間の学習時間への取り組む態度や課題の提出状況と定期考査等の成績や小テストな

どで評価します。  

※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。  

【年間の学習状況からの評価方法】 

 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  

  

 （２）評価の観点，内容及び評価方法 

  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

 

評価の観点及び内容 

 

評価方法 

 

知識・技能  

農業情報処理の基本的な知識と基礎的な技

術を身につけている。  

学習活動の取組 ,毎時間

のファイル提出  

定期考査  

 

思考・判断・表現  

基本的な操作や技術を理解して，それらを状況

に応じて創造的に考えて，利用・表現できる。 

学習活動の取組，毎時間

のファイル提出  

定期考査  

主体的に学習に  

取り組む態度  

 

ワープロや表計算，プレゼンテーションソフト

の学んだ技術を総合的に活用するとともに，資

格取得などに主体的に取り組んでいる。  

学習活動の取組  

資格取得  

 

 

【観点別学習状況の評価】  

 「十分満足できる」状況と判断されるもの ･････････Ａ  

 「おおむね満足できる」状況と判断されるもの ･････Ｂ  

 「努力を要する」状況と判断されるもの ･･･････････Ｃ  

 

 

３ 担当者からのメッセージ  

 

 確かな学力を身に付ける  

  ためのアドバイス  

①  積極的に取り組みましょう  

②  資格取得に向けて放課後なども自主的にチャレンジしよう。  

③  授業をしっかり聞き，重要な文章には赤線を引く。  

④  分からないところはそのままにせず，先生に聞きにくる。  

 

 授業を受けるに当たっ  

て守ってほしい事項  

①  座学では始まりのチャイムで着席しておくこと。  

②  積極的に発言すること。  

③  実技では，先生の注意や指示を厳守すること。  

④  服装は正しく着用すること。  

 

 

その他  

 

①  様々なソフトウェアの基本的な技術を主体的に学び，活用できるよ

うにしよう。また，資格取得にも積極的に参加しましょう。  

②  情報モラルやセキュリティを十分に理解し，社会における情報を正

しく活用できるようにしよう。  
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（ 新 課 程 用 ）  
(教 科 )農   業  
(科 目 )農 業 機 械  

単 位 数 
  

２ 単 位  
学科・学年 農 林 技 術 科 ・ 第 ２ 学 年  

 
１ 学習到達目標等  

 
  学習の到達目標 
 

１  農 業 機 械 の 構 造 と 機 能 に つ い て の 理 解 と 関 連 す る 技 術 を 身 に つ け る 。 

 ２  農 業 機 械 に 関 す る 課 題 を 見 い だ し ， 合 理 的 解 決 す る 力 を 養 う 。  

 ３  農 業 機 械 の 特 性 を 理 解 し ，効 率 的 な 利 用 を 自 ら 学 び ，主 体 的・協 働 的  

に 取 り 組 む 。  

使用教科書・副教材等 教 科 書 ： 農 業 機 械 （ 実 教 出 版 ）  
副 教 材 ： チ ャ レ ン ジ ラ イ セ ン ス 丙 種 危 険 物 取 扱 者 テ キ ス ト (実 教 出 版 )  

  
２ 学習計画及び評価方法等 
 （１）学習計画等  

学 

期 

単  元  名  
学  習  内  容  

 
月 

 

学  習  の  ね  ら  い  
評  価  規  準  

備 考 
(学習活動の特記事

項 他)  

考 

査 
 
 
 
一  
 
 
 
学 
 
 
 
期  
 
 
 

第 １ 章  農 業 機 械 の 役 割  

 １ 農 業 機 械 化 の 意 義  

 

 ２ 農 業 機 械 の 利 用 と そ の  

現 状  

 

 

第 ２ 章  原 動 機  

１ 内 燃 機 関  

 

 

２ 電 動 機  

 

 

 

４  

 

 

 

５  

 

 

 

６  

 

 

 

７  

 

 

・ 農 業 機 械 の 特 徴 を 理 解 し ま す 。  

・ 農 業 経 営 に お け る 機 械 の 役 割 を 理 解 し  

ま す 。  

・ 農 業 機 械 に は ど の よ う な 種 類 が あ る か  

を 理 解 し ま す 。  

・ 農 業 機 械 の 発 達 の 過 程 を 調 べ ま す 。  

・ 農 業 機 械 の 利 用 形 態 を 理 解 し ま す 。  

・ 内 燃 機 械 の 種 類 と 特 徴 を 理 解 し ま す 。  

・ 内 燃 機 械 の 原 理 と 構 造 を 理 解 し ま す 。  

・ 内 燃 機 関 の 正 し い 取 り 扱 い を 身 に 付 け  

ま す 。  

・ 電 動 機 の 種 類 と 特 徴 を 理 解 す る 。  

・ 電 動 機 の 回 転 原 理 お よ び 構 造 を 理 解 し  

ま す  

・ 電 動 機 の 安 全 な 運 転 と 取 り 扱 い を 身 に  

付 け ま す  

 
・ 危 険 物 取 扱  

試 験 対 策 に  
取 り 組 み ま  
す 。  

・ ガ ソ リ ン エ  
ン ジ ン と デ  
ィ ゼ ル エ ン  
ジ ン の 違 い  
に つ い て 調  
べ ま す 。  

・ ま と め と し  
て レ ポ ー ト  
に ま と め 提  
出 し ま す 。  

 

 

中 

間 

考 

査 

 

 

 

期  

末  

考  

査  

 

【課題・提出物等】 
配 布 プ リ ン ト の 提 出 ， ノ ー ト の 提 出 ， テ ス ト 訂 正 の 提 出  

【第１学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 
 
 
二  
 
 
 
学  
 
 
 
期  
 
 
 

第 ３ 章 ト ラ ク タ  

 １ 乗 用 ト ラ ク タ  

  

 

 

２ 歩 行 用 ト ラ ク タ  

 

 

 

 

第 ４ 章 作 業 機  

 １ 耕 う ん ・ 整 地 用 機 械  

  

 

２ 育 成 ・ 管 理 用 機 械  

 

 

 ３ 稲 作 用 収 穫 ・ 調 整 機 械  

  
 

９  
 
 

 

 

10  
 

 

 

 

11  
 
 
 
 

12  
 
 
 
 
 

・乗 用 ト ラ ク タ の 種 類 と 特 徴 を 理 解 す る 。 
・ 乗 用 ト ラ ク タ の 安 全 な 運 転 操 作 の 仕 方  

を 身 に つ け ま す 。  
・ 乗 用 ト ラ ク タ の 構 造 を 理 解 し ， 整 備 の  

仕 方 を 身 に 付 け ま す 。  
・ 歩 行 用 ト ラ ク タ の 正 し く 安 全 な 操 作 方  

法 を 身 に 付 け ま す 。  
・ 歩 行 用 ト ラ ク タ の 構 造 を 理 解 し ， 整 備  

の 仕 方 を 身 に 付 け ま す 。  
・ 耕 う ん ・ 整 地 用 機 械 の 種 類 と 特 徴 を 理  

解 し ま す 。  
・ 耕 う ん ・ 整 地 用 機 械 の 利 用 法 を 身 に 付  

け ま す 。  
・ 育 成 ・ 管 理 機 械 の 種 類 と 特 徴 を 理 解 し  

ま す 。  
・ 育 成 ・ 管 理 機 械 の 利 用 法 を 身 に 付 け ま  

す 。  
・ イ ネ の 収 穫 に 使 わ れ る 機 械 に つ い て 理  

解 し ま す 。  
・ イ ネ の 調 整 に 使 わ れ る 機 械 や 施 設 に つ  

い て 理 解 し ま す 。  

 
・ 乗 用 ト ラ ク  

タ の 運 転 操  
作 を し ま す 。  

・ 歩 行 用 ト ラ  
 ク タ の 運 転  

操 作 を し ま  
す 。  

・ 作 業 機 の 脱  
 着 及 び 耕 う  

ん 作 業 を し  
ま す 。  

・ 危 険 物 取 扱  
 試 験 対 策 に  

取 り 組 み ま  
す 。  

・ ま と め と し  
て レ ポ ー ト  
に ま と め 提  
出 し ま す  

 
 
 
 
 
中
間
考
査  
 
 
 
 
期
末
考
査  
 
 
 
 

【課題・提出物等】 
配 布 プ リ ン ト の 提 出 ， ノ ー ト の 提 出 ， テ ス ト 訂 正 の 提 出  

【２学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
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三 
 
学 
 
期 
 

４ 畑 作 用 収 穫 ・ 調 整 機 械  

  

 

 

５ 飼 料 作 用 収 穫 ・ 調 整 機  

 械  

 

 

６ 運 搬 用 機 械  

 

 

７ 環 境 調 整 用 機 械  

 

 

 
 
１  
 
 
 
２  
 
 
 
３  
 
 

・ 畑 作 物 の 収 穫 に 使 わ れ て い る 機 械 に つ  
い て 理 解 し ま す 。  

・ 収 穫 物 の 調 整 に 使 わ れ る 機 械 や 施 設 に  
つ い て 理 解 し ま す 。  

・ 飼 料 作 物 の 利 用 方 法 と ， 使 わ れ る 機 械  
の 関 係 に つ い て 理 解 し ま す 。  

・ 飼 料 作 物 の 収 穫 ・ 調 整 に 使 わ れ る 機 械  
 の 種 類 と 特 徴 に つ い て 理 解 し ま す 。  
・運 搬 用 機 械 の 種 類 と 特 徴 を 理 解 し ま す 。 
・ 運 搬 用 機 械 の 安 全 な 利 用 法 を 身 に 付 け  

ま す 。  
・ 温 湿 度 調 節 機 械 の 種 類 と 特 徴 を 理 解 し  

ま す 。  
・ 自 動 制 御 と 環 境 制 御 機 器 の 概 要 を 理 解  

し ま す 。  

・ 危 険 物 取 扱  
 試 験 対 策 に  

取 り 組 み ま  
す 。  

・ 農 業 機 械 の  
 整 備 用 工 具  

測 定 用 器 具  
を 使 用 し て  
点 検 作 業 を  
し ま す 。  

・ ま と め と し  
て レ ポ ー ト  
に ま と め 提  
出 し ま す 。  

 
 
学 
 
年 
 
末 
 
考 
 
査 
 
 

【課題・提出物等】 
 配 布 プ リ ン ト の 提 出 ， ノ ー ト の 提 出 ， テ ス ト 訂 正 の 提 出  
【三学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

【年間の学習状況からの評価方法】 
 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  

  
 （２）評価の観点，内容及び評価方法 
  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

 
評価の観点及び内容 

 
評価方法 

 
知識・技能  

 

農 業 機 械 に つ い て 体 系 的・系 統 的 に 理 解 し て  
い る と と も に ，関 連 す る 技 術 を 身 に 付 け て い  
る 。  

・ 定 期 考 査 ， 発 言  

・ レ ポ ー ト 記 入  

・ 行 動 観 察 ， 実 技  
 

思考・判断・表現  
 

農 業 機 械 に 関 す る 課 題 を 発 見 し ，農 業 や 農 業  
関 連 産 業 に 携 わ る 者 と し て 合 理 的 か つ 創 造  
的 に 解 決 し て い る 。  

・ 発 表 の 仕 方 や 内 容  
・ 定 期 考 査 ， レ ポ ー ト  
・ 行 動 観 察 ， 実 技  

 
主体的に学習に  
取り組む態度  

農 業 機 械 に つ い て 特 性 を 理 解 し ，効 率 的 な 利  
用 に つ な が る よ う 自 ら 学 び ，農 業 の 振 興 や 社  
会 貢 献 に 主 体 的 か つ 協 働 的 に 取 り 組 も う と  
し て い る 。  

・ 出 席 状 況  
・ 定 期 考 査 ， 発 言  
・ 行 動 観 察 ， 実 技  

 
【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】  
 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････････Ａ  
 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ  
 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････････Ｃ  
 

 
３ 担当者からのメッセージ  

 
確かな学力を身に付ける  

  ためのアドバイス  
 

・農 業 機 械 は ，Ｉ Ｏ Ｔ や ス マ ー ト 農 業 の 導 入 な ど ，最 新 の 技 術 が 投 入 さ  
れ 日 々 進 化 す る 分 野 で す 。高 校 の 学 習 で 基 礎 的 な 知 識 を 身 に 付 け な が  
ら ，時 代 の 変 化 に 対 応 す る た め に 様 々 な 情 報 を 取 り 入 れ ，将 来 に 活 か  
し ま し ょ う 。  

・地 域 を 支 え る 視 点 で 自 分 た ち が で き る こ と は 何 か 考 え ，積 極 的 に 授 業  
に 望 む こ と を 期 待 し て い ま す 。  

 
             
授業を受けるに当たっ  
て守ってほしい事項  
 

・ 座 学 に お い て は ， 教 科 書 ・ ノ ー ト ， 実 習 に お い て は ， 実 習 服 な ど 学  
習 に 必 要 な 道 具 の 準 備 を 忘 れ な い こ と が 大 切 で す 。  

・授 業 中 の 指 導 者 の 指 示 に 従 う こ と 。特 に ，実 習 に お い て は 危 険 を 伴 う  
場 合 が あ る た め ， 指 導 ・ 注 意 さ れ た こ と を 守 る よ う に し ま し ょ う 。  

・ 指 示 を よ く 聞 い て ， 提 出 物 は 必 ず 出 し ま し ょ う 。  
 

その他  

 

・ 農 業 機 械 の 活 用 を 農 業 経 営 の 発 展 を 図 る 視 点 で 捉 え ， 農 業 の 生 産 性  
及 び 効 率 性 の 向 上 に お け る 応 用 力 や 実 践 力 を 身 に 付 け て く だ さ い 。  

・ 危 険 物 取 扱 者 試 験 に も 積 極 的 に 挑 戦 し ， 資 格 取 得 を 目 指 し て 取 り 組  

 み ま し ょ う 。  
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（ 新 課 程 用 ）  
農   業  
森 林 科 学  

単 位 数 
  

２ 単 位  
学科・学年 農 林 技 術 科 ・ 第 ２ 学 年  

 
１ 学習到達目標等  

 
 
  学習の到達目標 
 

１ 森 林 の 仕 組 み と 機 能 を 知 り ， 地 域 ご と の 自 然 条 件 に 適 し た 管 理 の 技 術 を  

身 に 付 け ま す 。  

２ 植 物 の 生 理 ， 動 物 の 行 動 ， 土 の 構 造 ， 水 と 大 気 の 循 環 に つ い て 基 礎 を 学  

び 生 態 系 や 森 林 保 全 ， 継 続 的 な 管 理 な ど を 身 に 付 け ま す 。  
使用教科書・副教材等 森 林 科 学 （ 実 教 出 版 ） ， 林 業 白 書  

  
２ 学習計画及び評価方法等 
 （１）学習計画等  
学 
期 

単  元  名  
学  習  内  容  

月 
 

学  習  の  ね  ら  い  
評  価  規  準  

備 考 
(学習活動の特記事

項 他)  

考 
査 

 
 
一  
 
 
 
学 
 
 
 
期  
 

 

第 １ 章  森 林 の 役 割  

第 １ 節 森 林 の 多 面 的 機 能  

 第 ２ 節  森 林 管 理 の 意 義  

 

第 ２ 章  森 林 の 生 態  

 第 １ 節 森 林 の 生 態 と 分 布  

第 ２ 節 林 木 の 生 育 と 環 境  

 

４  

 

 

５  

 

 

６  

 

 

７  

 

 

・ 森 林 が ど の 様 な 働 き を し て 自 分 た ち の  

 役 に 立 っ て い る か 理 解 し ま す  

・ 森 林 管 理 の 意 義 や こ れ ま で 培 っ て き た  

育 林 技 術 を 学 び 課 題 と 新 し い 方 向 を 理  

解 し ま す 。  

・ 生 態 系 の 構 造 と 機 能 を 理 解 し ま す 。  

・ 気 候 に よ る 森 林 の 樹 木 の 違 い や そ の 特  

長 及 び 植 物 群 落 の 遷 移 に つ い て 理 解 し  

ま す 。  

・ 樹 木 の 植 物 的 な 基 礎 と 森 林 を 構 成 す る  

お も な 樹 種 の 形 態 的 特 徴 や 性 質 を 学 び ， 

林 木 の 生 育 に 関 わ る 環 境 因 子 に つ い て  

理 解 し ま す 。  

・ 校 内 の 樹 木

に つ い て 調

べ ま す 。  

・ 日 本 と 世 界  

の 森 林 に つ  

い て 比 較 し  

ま す 。  

・ さ し 木 ・ 接  

ぎ 木 の 実 習  

を し ま す 。  

・ 山 林 実 習 を  

行 い ま す 。  

 

中 

間 

考 

査 

 

 

期  

末  

考  

査  

 

【課題・提出物等】 
配 布 プ リ ン ト の 提 出 ， ノ ー ト の 提 出 ， テ ス ト 訂 正 の 提 出  

【第１学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 
二  
 
学  
 
期  
 
 
 

第 ３ 章  森 林 の 育 成  

第 １ 節 育 苗 と 造 林  

第 ２ 節 森 林 の 保 育 と 保 護  

 

第 ４ 章  山 地 の 保 全  

 第 １ 節 治 山 治 水  

 第 ２ 節 林 道 と 作 業 道  

 

第 ５ 章  木 材 の 生 産  

 第 １ 節 林 木 の 伐 採  

 第 ２ 節 造 材 と 集 材  

 第 ３ 節 木 材 の 運 搬  

９  
 
 

10  
 

 

11  
 
 

12  
 
 

・ 森 林 造 成 に 関 わ る 経 費 間 伐 ・ 里 山 の 荒  

廃 な ど 適 切 な 森 林 の 育 成 ・ 管 理 技 術 に  

つ い て 理 解 し ま す 。  

・ 森 林 造 成 の も と と な る 苗 木 の 生 産 な ら  

び に 造 林 の 基 礎 に つ い て 理 解 し ま す 。  

・ 森 林 の も つ 国 土 保 全 機 能 や 自 然 環 境 保  

全 機 能 な ど を 生 か し た 災 害 防 止 や 水 資  

源 の か ん 養 な ど を 実 現 す る 治 山 治 水 に  

つ い て 理 解 し ま す 。  

・ 森 林 か ら 得 ら れ る 最 大 の 資 源 と し て 木  

材 の 伐 採 ・ 造 材 ・ 集 材 ・ 運 搬 に つ い て  

理 解 し ま す 。  

・ 苗 木 の 病 害  

虫 ・ 森 林 の  

病 虫 害 ・ 動  

物 被 害 に つ  

い て 調 べ ま  

す 。  
 ・ 林 業 関 係  

 の 資 格 取 得  

 に つ い て 調  

べ ま す 。  

 
中
間
考
査  
 
 
期
末
考
査  
 

【課題・提出物等】 
配 布 プ リ ン ト の 提 出 ， ノ ー ト の 提 出 ， テ ス ト 訂 正 の 提 出  

【２学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 
三 
 
学 
 
期 
 
 
 
 

第 ６ 章  人 間 社 会 と 森 林  

 第 １ 節 森 林 利 用 の 変 遷  

 第 ２ 節 流 域 社 会 と 人 の  

    暮 ら し  

１  
 
２  
 
３  

・ 森 林 が 時 代 と 共 に 変 遷 し て き た 過 程 や  

流 域 社 会 と 人 の 暮 ら し か ら ， わ が 国 の  

森 林 や 林 業 が 直 面 し て い る 課 題 に つ い  

て 考 え る 。  

・ ま と め と し  
て 総 合 実 習  
等 の 結 果 を  
レ ポ ー ト に  
ま と め 提 出  
し ま す 。  

学 
年 
末 
考

査 
 

【課題・提出物等】 
 配 布 プ リ ン ト の 提 出 ， ノ ー ト の 提 出 ， テ ス ト 訂 正 の 提 出  
【三学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

【年間の学習状況からの評価方法】 
 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  
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 （２）評価の観点，内容及び評価方法 
  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

 
評価の観点及び内容 

 
評価方法 

 
知識・技能  

 

森 林 科 学 に つ い て 体 系 的 ・ 系 統 的 に 理 解  
し て い る と と も に ， 関 連 す る 技 術 を 身 に  
付 け て い る 。  

・ 定 期 考 査 ， 発 言  

・ レ ポ ー ト 記 入  

・ 行 動 観 察 ， 実 技  
 

思考・判断・表現  
 

森 林 科 学 に 関 す る 課 題 を 発 見 し ， 農 業 や  
農 業 関 連 産 業 に 携 わ る 者 と し て 合 理 的 か  
つ 創 造 的 に 解 決 し て い る 。  

・ 発 表 の 仕 方 や 内 容  
・ 定 期 考 査 ， レ ポ ー ト  
・ 行 動 観 察 ， 実 技  

 
主体的に学習に  
取り組む態度  

森 林 を 科 学 的 に 捉 え る よ う 自 ら 学 び ， 農  
業 の 振 興 や 社 会 貢 献 に 主 体 的 か つ 協 働 的  
に 取 り 組 も う と し て い る 。  

・ 出 席 状 況  
・ 定 期 考 査 ， 発 言  
・ 行 動 観 察 ， 実 技  

 
【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】  
 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････････Ａ  
 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ  
 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････････Ｃ  
 

３ 担当者からのメッセージ  
 
             
確かな学力を身に付ける  

  ためのアドバイス  
 

森 林 は 人 に 様 々 な 自 然 の 恵 み を 与 え て く れ ま す 。 そ も そ も の 自 然 の  
恵 み は 何 な の か ， 森 林 の 機 能 が 発 揮 さ れ る 科 学 的 な メ カ ニ ズ ム は ど  
の よ う に な っ て い る の か ， そ の 恵 み や 機 能 を 壊 さ ず に ， 賢 く 維 持 す  
る た め に は ど う し た ら よ い の か ， 地 域 を 支 え る 視 点 で 自 分 た ち が で  
き る こ と は 何 か 考 え ， 積 極 的 に 授 業 に 望 む こ と を 期 待 し て い ま す 。  

 
             
授業を受けるにあたっ  
て守ってほしい事項  
 

・ 座 学 に お い て は ， 教 科 書 ・ ノ ー ト ， 実 習 に お い て は ， 実 習 服 な ど 学  
習 に 必 要 な 道 具 の 準 備 を 忘 れ な い こ と が 大 切 で す 。  

・授 業 中 の 指 導 者 の 指 示 に 従 う こ と 。特 に ，実 習 に お い て は 危 険 を 伴 う  
場 合 が あ る た め ， 指 導 ・ 注 意 さ れ た こ と を 守 る よ う に し ま し ょ う 。  

・ 指 示 を よ く 聞 い て ， 提 出 物 は 必 ず 出 し ま し ょ う 。  
 

その他  

 

・林 業 就 業 支 援 講 習 等 で は ，受 講 の 際 ，欠 席・遅 刻 等 が な い よ う に 気 を  

つ け ま し ょ う 。  

・資 格 取 得 講 習（ チ ェ ー ン ソ ー・刈 払 機 ）で は 指 導 者 の 指 示 に 従 い ，事  

故 や 怪 我 を し な い よ う に 真 剣 に 取 り 組 み ま し ょ う 。  
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（ 新 課 程 用 ）  

野 菜 
単 位 数 ２ 単 位  

学科・学年 農 林 技 術 科 ・ 第 ２ 学 年  

 
１ 学習到達目標等  

学習の到達目標 

１  野 菜 の 植 物 的 特 性 や 食 生 活 に お け る 価 値 ， 農 業 の 中 で の 重 要 性 な ど を

理 解 す る 。  
2 栽 培 や 観 察 な ど 体 験 的 な 学 習 を 通 し て 栽 培 管 理 の 基 本 的 方 法 を 理 解 し ，

栽 培 で き る 能 力 を 養 う 。  
3 調 査 や 実 験 を 通 し て 科 学 的 に 考 え る 力 や 問 題 を 解 決 す る 能 力 を 高 め る 。 
4 生 産 物 の 商 品 化 や 流 通 に つ い て 基 礎 的 事 項 を 理 解 し ，経 営 に 応 用 す る 資

質 を 養 う 。  

使用教科書・副教材等 野 菜 （ 実 教 出 版 ）  

 
２ 学習計画及び評価方法等 
 （１）学習計画等  
学 
期 

単  元  名  
学  習  内  容  

月 
 

学  習  の  ね  ら  い  
評  価  規  準  

備 考 
(学習活動の特記事項 他)  

考 
査 

 
 
 
 
 

一  
 
学 
 
期  
 
 
 
 
 

 
第 １ 章  野 菜 生 産 の 役 割

と 動 向  
 

１  野 菜 の 種 類 と 利 用  
 
２  野 菜 の 消 費  
 
３  野 菜 の 生 産 と 供 給  

 
４  
 
 
５  
 
 
６  
 
７  

 
・野菜を分類し，多くの種類を体

系的に理解します。  
・野菜の栄養価などの重要性を理

解します。  
 
・野菜の消費と生産の現状と動向

を学習する。とりわけ消費者ニー

ズが多様化するなかで，品種改良

や作型・栽培技術の発展・改良，

輸入野菜の増加などについても

理解します。  
 

 
・多 く の 野 菜 を 観 察 で き る

よ う に ，代 表 的 な 野 菜 や 見

本 と な る 野 菜 を 栽 培 し て

お き ，名 称 や 科 名 ，原 産 地 ，

作 型 ，利 用 方 法 な ど を 表 示

す る 。  
 
・第 ４ 章 以 下 で 扱 う 各 野 菜

の 栽 培 管 理 を 始 め ，栽 培 や

観 察 ， 実 験 な ど を 展 開 す

る 。  
 

中 
間 
考 
査 
 
 
期  
末  
考  
査  

【課題・提出物等】  
１  授 業 中 に 使 用 す る プ リ ン ト ， ワ ー ク シ ー ト を 各 段 階 で 提 出 し ま す 。  

 ２  実 験 ・ 実 習 に つ い て は レ ポ ー ト を 作 成 し ， 自 己 評 価 を 行 い ， 提 出 し ま す 。  
【第１学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 
 
 
 
 
 
二  
 
学  
 
期  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
４  野 菜 の 安 全 性  

 
第２章 野菜の生育特性と

栽培環境の調節技術  
 
１ 野菜の生育と生理  
 
２ 野菜の栽培環境と生

育調節  
 
３ 人工環境における栽

培技術   

 
９  
 
 

10  
 
 

11  
 
 

12  
 

 
・安全な野菜生産のために，多く

の取り組みが必要であり，それが

重要であることを理解します。  
 
・野 菜 の 種 ま き か ら 収 穫 ま で の 生

育 過 程 と 生 理 的 特 徴 を 理 解 さ せ ，

栽 培 と 環 境 に つ い て も 理 解 し ま

す 。    
・施 設 栽 培 な ど の 人 工 環 境 に お け

る 栽 培 技 術 の 基 礎 に つ い て 理 解

し ま す 。  
 

 
・第 ４ 章 以 下 で 扱 う 各 野 菜

の 栽 培 管 理 を 始 め ，栽 培 や

観 察 ， 実 験 な ど を 展 開 す

る 。  
 
 
 
 
・先 進 的 な 大 型 施 設 栽 培 や

植 物 工 場 な ど を 見 学 す る 。 
 
 

 
中
間
考
査  
 
 
期
末
考
査  

【課題・提出物等】  
１  授 業 中 に 使 用 す る プ リ ン ト ， ワ ー ク シ ー ト を 各 段 階 で 提 出 し ま す 。  

 ２  実 験 ・ 実 習 に つ い て は レ ポ ー ト を 作 成 し ， 自 己 評 価 を 行 い ， 提 出 し ま す 。  

【２学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 
 
 

 
第 ３ 章  野 菜 の 育 苗  

１  育 苗 の 目 的 と 方 法  

 
１  
 

 
・育 苗 の 目 的 と 良 い 苗 の 特 徴 を 理

解 し ，育 苗 計 画 が 立 て ら れ る よ う  

 
・「 苗 半 作 」な ど と 言 わ れ

る よ う に ，苗 の 善 し 悪 し が  

 
学 
年 
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三 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 

 
２  育 苗 技 術 の 実 際 と

応 用  
 
 

 
 
２  
 
３  

 
に し ま す 。   
 
・ 用 土 の 準 備 か ら 種 ま き や つ ぎ

木 ，温 度 管 理 な ど が 実 際 に で き る

よ う に し ま す 。  
 

 
そ の 後 の 栽 培 に と っ て 大

変 重 要 で あ る こ と を 理 解

さ せ る 。  
 

末 
考

査 

【課題・提出物等】  
１  授 業 中 に 使 用 す る プ リ ン ト ， ワ ー ク シ ー ト を 各 段 階 で 提 出 し ま す 。  

 ２  実 験 ・ 実 習 に つ い て は レ ポ ー ト を 作 成 し ， 自 己 評 価 を 行 い ， 提 出 し ま す 。  
【三学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

【年間の学習状況からの評価方法】 
 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  

  
 （２）評価の観点，内容及び評価方法 
  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

評価の観点及び内容 評価方法 

知識・技能  

・野菜に関する基礎的な知識を習得し ,それぞれ

の農業生産物の特性とそれを取り巻く栽培・飼

育環境との関係を理解しているか。  
・野菜に関する基礎的な技術を習得させ，プロ

ジェクト学習の中で適切に生かすことができ

るか ｡  

・定期考査  

・発言  

・ワークシートの記入  

・行動観察  

・実技  

思考・判断・表現  

・野菜について科学的な思考と問題解決能力を

身に付け，日々の観察記録簿や資料等を使って

調査したことの中から分析し，考察する。  
・栽培上の課題を合理的に判断，日々の観察記

録簿の中でのスケッチを利用した観察や考察

が正しく表現することができるか ｡  

・定期考査  

・発言  

・ワークシートの記入  

・行動観察  
・実技  

主体的に学習に取り組

む態度  

・野菜についての興味・関心を持ち，プロジェ

クト学習に主体的に取り組み，課題解決に向け

て積極的活科学的に取り組もうとする実践的

な態度を身に付けているか ｡  

・定期考査  

・発言  

・ワークシートの記入  

・行動観察  

・実技  
【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】  
 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････････Ａ  
 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ  
 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････････Ｃ  

 
３ 担当者からのメッセージ  

確かな学力を身に付ける

ためのアドバイス  

(1)教科書を読むなどし，予習・復習をしましょう。  

(2)授業担当者の指示をよく聞き，指示された内容に集中して取り組む姿

勢を持ちましょう。  

(3)地域の農業の状況を観察し，学校農場と比較し，異なる点については

調べてみましょう。  

(4)授業や実習中に疑問に思ったことがあれば積極的に質問しましょう。 

授業を受けるに当たっ

て守ってほしい事項  

教科書とファイルを忘れずに準備しましょう。また，実習を伴うため，

実習着などの忘れ物がないよう事前準備に気を配りましょう。授業中は

私語を慎み先生の指示にしっかりと従いましょう。レポートやワークシ

ートなどの提出物は期限を守ってしっかりと整理し提出しましょう。  

その他  

(1)農場等での調査・観察，スケッチ，教室での講義，レポート作成，グ

ラフ作成など様々な形態の学習をするものを忘れないことが大切で

す。  
(2)指示をよく聞いて，提出物は必ず出しましょう。また，学習道具や実

習服などの学習に向けての準備するものを忘れないことが  

大切です。  

(3)実習では，危険を伴う場合があります。指示をよく聞いて理解し，実

習に取り組みましょう。  
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（ 新 課 程 用 ）  

畜 産  
 
単 位 数 ２   単   位  

 
学科・学年 農 林 技 術 科    第  ２  学 年  

 
１ 学習到達目標等  

 
  学習の到達目標 
 

１ ． 家 畜 の 飼 育 と 経 営 に 必 要 な 知 識 と 技 術 を 習 得 さ せ る 。  
２ ． 家 畜 の 特 性 や 飼 育 環 境 を 理 解 さ せ る 。  
３ ． 合 理 的 な 家 畜 管 理 と 生 産 性 の 向 上 を 図 る 能 力 と 態 度 を 育 て る 。  

 
使用教科書・副教材等 

 
教 科 書 ： 実 教  「 畜  産 」    副 教 材 ： 日 本 農 業 技 術 検 定 問 題 集  
 

 
２ 学習計画及び評価方法等 
 （１）学習計画等  

 
学 
期 

 
単  元  名  

学  習  内  容  

 
月 

 

 
学  習  の  ね  ら  い  

評  価  規  準  

 
備 考 

(学習活動の特記事項 他)  

 
考 
査 

一  
 
学 
 
期  
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 畜 産 の 授 業 内 容 と 評 価 方 法 の

説 明  
 
 
○ 日 本 の 畜 産 の 特 徴 と 役 割  
 
 
○ 家 畜 の 生 理 ・ 生 態 と 飼 育 環 境  
 
 

４  
 
 
５  
 
 
６  
 
 
７  
 
 

・一 年 間 の 学 習 の 流 れ を 理 解 し ，

評 価 方 法 に つ い て 知 る 。  
 
・ 日 本 畜 産 の 特 徴 ， 役 割 ， 畜 産

物 の 需 給 動 向 な ど に つ い て 学 ぶ  
 
・ 農 業 生 産 工 程 管 理 （ Ｇ Ａ Ｐ ）

と 畜 産 物 の 概 要 を 学 ぶ 。  
 
・ 家 畜 の 生 理 ， 生 態 と 飼 育 環 境

の 調 節 ， 家 畜 排 せ つ 物 の 処 理 な

ど に つ い て 学 ぶ  
 

畜 産 農 家 や Ｊ Ａ ，獣

医 等 と の 連 携  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 
間 
考 
査 
 
 
期  
末  
考  
査  
 

【課題・提出物等】 
 授業ノートの提出及び考査毎のノート提出を行います。 
【第１学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
１ ．毎 時 間 の 学 習 に 取 り 組 む 意 欲・態 度（ 忘 れ 物・遅 刻・服 装・出 席 ）や 興 味・関 心 に つ い て ，

課 題 の 提 出 状 況 （ ノ ー ト ・ レ ポ ー ト ） と 定 期 考 査 等 の 成 績 な ど で 評 価 し ま す 。  
２ ． 実 習 を 伴 う 科 目 の た め ， 実 習 に お け る 興 味 ・ 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 等 を 時 間 毎 に 評 価 し ま す 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
二  
 
学  
 
期  
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 家 畜 と 飼 料  
 
 
○ 家 畜 の 飼 育  
（ １ ） 養 鶏  
 
 
 
 
（ ２ ） 養 豚  
  
 
 
 
 

７  

 
 
９  
 
 
10  
 
 
11  
 
 
12  
 
 

・ 栄 養 素 と 飼 料 成 分 ， 家 畜 の 消

化 器 官 ， 飼 料 作 物 と 草 地 管 理 な

ど に つ い て 学 ぶ  
 
・ 鶏 の 特 性 を 知 る  
 
・ ふ 化 ・ 育 雛 に つ い て 学 び ， 実

際 に 実 習 す る  
 
・ 糞 の 利 用 と 処 理 に つ い て 学 ぶ  
 
・ 豚 の 特 性 ， 品 種 と 選 び 方 に つ

い て 学 ぶ  
・ 養 豚 の 施 設 設 備 と そ の 利 用 に

つ い て 学 ぶ  

畜 産 農 家 や Ｊ Ａ ，獣

医 等 と の 連 携  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
中
間
考
査  
 
 
 
期
末
考
査  
 
 

【課題・提出物等】 
 授業ノートの提出及び考査毎のノート提出を行います。 
【２学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
１．毎時間の学習に取り組む意欲・態度（忘れ物・遅刻・服装・出席）や興味・関心について，課題の提出状況（ノー

ト・レポート）と定期考査等の成績などで評価します。 
２．実習を伴う科目のため，実習における興味・関心・意欲・態度等を時間毎に評価します。 
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三 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

１  
 
 
２  
 
 
３  

 
・ 豚 の 繁 殖 と 子 豚 の 育 成 に つ い

て 学 ぶ  
・ 豚 の 肥 育 と 豚 肉 の 流 通 に つ い

て 学 ぶ  
・ 豚 の 病 気 と 予 防 衛 生 に つ い て

学 ぶ  
・ 養 豚 の 経 営 に つ い て 学 ぶ  
 

 
 
 
 
 
 

 
学 
年 
末 
考

査 

【課題・提出物等】 
 授業ノートの提出及び考査毎のノート提出を行います。 
【三学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
１ ．毎 時 間 の 学 習 に 取 り 組 む 意 欲・態 度（ 忘 れ 物・遅 刻・服 装・出 席 ）や 興 味・関 心 に つ い て ，

課 題 の 提 出 状 況 （ ノ ー ト ・ レ ポ ー ト ） と 定 期 考 査 等 の 成 績 な ど で 評 価 し ま す 。  
２ ． 実 習 を 伴 う 科 目 の た め ， 実 習 に お け る 興 味 ・ 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 等 を 時 間 毎 に 評 価 し ま す 。  

【年間の学習状況からの評価方法】 
 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  
 1 学 期 の 成 績 ， ２ 学 期 の 成 績 及 び ３ 学 期 の 成 績 を 総 合 し ， 年 間 の 学 習 成 績 と し ま す 。  

  
 （２）評価の観点，内容及び評価方法 
  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

評価の観点及び内容 評価方法 
 

 
知識・技能  

 
 

体 験 的 ，継 続 的 な 飼 育 活 動 と 観 察 ，実 験 ，調 査 ，

記 録 な ど の 学 習 活 動 を と お し て 家 畜 の 生 理・生

態 的 な 特 性 や 飼 育 環 境 及 び そ れ ら と 生 育 の 相

互 関 係 を 理 解 し ，飼 育 に 関 す る 基 本 的 ，体 系 的

な 知 識 と 技 術 を 習 得 し た か 。  

・飼 育 活 動 や 学 習 活 動 へ

の 参 加 の 仕 方  
・提 出 物 や 配 布 資 料 の 利

用 方 法  
・ 定 期 考 査 や 実 習 態 度  

 
 

思考・判断・表現  
 

 

体 験 的 ，継 続 的 な 飼 育 活 動 と 観 察 ，実 験 ，調 査 ，

記 録 な ど の 学 習 活 動 を と お し て 課 題 を 多 面 的

に 考 察 し ，家 畜 の 生 理・生 態 的 な 特 性 や 飼 育 環

境 及 び そ れ ら と 生 育 の 相 互 関 係 を 理 解 し ，そ れ

ら を 活 用 し て 課 題 を 適 切 に 判 断 し て ，課 題 を 科

学 的 に と ら え て 合 理 的 に 解 決 す る 実 践 的 な 能

力 及 び ，家 畜 の 観 察 や 考 察 な ど を 正 確 に 表 現 で

き た か 。  

・飼 育 活 動 や 学 習 活 動 へ

の 参 加 の 仕 方  
・ 提 出 物  
・ 配 布 資 料 の 利 用 方 法  
・ 定 期 考 査  

 
主体的に学習に  
取り組む態度  

 

家 畜 の 飼 育 と 経 営 の 学 習 を と お し て ，畜 産 が 豊

か な 生 活 を 提 供 す る 社 会 的 役 割 を 担 っ て い る

こ と を 理 解 し ， 飼 育 の 楽 し さ を 体 験 す る こ と

で ， 畜 産 に 関 す る 学 習 に 主 体 的 に 取 り 組 め た

か 。  

・飼 育 活 動 や 学 習 活 動 へ

の 参 加 の 仕 方  
・ 提 出 物  
・ 配 布 資 料 の 利 用 方 法  
・定 期 考 査 や・実 習 態 度  

【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】  
 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････････Ａ  
 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ  
 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････････Ｃ  

 
３ 担当者からのメッセージ  
  
確かな学力を身に付ける  

  ためのアドバイス  
 

① 授 業 を し っ か り 聞 き ， 重 要 な 文 章 に は 赤 線 を 引 く 。  
② ノ ー ト は 大 き な 字 で 書 く 。  
③ 分 か ら な い と こ ろ は そ の ま ま に せ ず ， 先 生 に 聞 き に く る 。  
④ 疑 問 を 持 つ こ と 。  

 
授業を受けるに当たっ  
て守ってほしい事項  

 

① 座 学 で は 始 ま り の チ ャ イ ム で 着 席 し て お く こ と 。  
② 積 極 的 に 発 言 す る こ と 。  
③ 実 習 で は ， 先 生 の 注 意 や 指 示 を 厳 守 す る こ と 。  
④ 服 装 は 正 し く 着 用 す る こ と 。  

 
 

その他  
 
 

・継 続 的 に 管 理 す る 事 で 家 畜 の 見 方 や 扱 い 方 や 管 理 を 学 び ，家 畜 に 対 す

る 興 味 ・ 関 心 を 持 っ て も ら い た い 。  
・ 家 畜 の 調 査 ， 観 察 ， ス ケ ッ チ ， 実 験 を 通 じ て ， 家 畜 へ の 理 解 を 深 め ，

今 後 の 畜 産 に つ い て 考 え よ う 。  
・放 課 後 や 空 き 時 間 を 利 用 し て 積 極 的 に プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 に 取 り 組 み ま

し ょ う 。  
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(新課程用)

(教科) 農業 単 位 数 ２ 単位

(科目）食品製造 学科・学年 農林技術科 ・ 第２学年

１ 学習到達目標等
１ 食品製造に必要な知識と技術を習得し，食品の特性と加工方法およ

び貯蔵の原理を理解します。

学習の到達目標 ２ 品質と生産性の向上を図る能力と態度を育てます。

３ １と２の学習の成果に立って，科学的思考力と問題解決能力を伸ば

し，食品製造や加工技術の発展を図る能力と態度を育てます。

使用教科書・副教材等 ・教科書 実教出版 「食品製造」

・副教材 農業技術検定問題集「食品科学」の分野

２ 学習計画及び評価方法等
（１）学習計画等

備 考

考学
月

（学習活動の特記事項，他

期 査
学 習 内 容 学習のねらい

教科・総合的な学習の時間・

特別活動等の関連など）

( )本校の食品製造 ４ (ｱ)本校の加工品についての製造方法や施設 ○機械の説明や実習1
設備等を知り，今後の学習の基盤とします。 の内容について説明 中

( ) について (ｱ) について理解します。 します 間2 HACCP HACCP
( )第１章 ５ (ｱ)食品製造の意義と食品産業の現状と動向 ○食品衛生について 考一 3
食品製造の意義と動向 について理解します。 実験実習をします。 査

( )第２章 (ｱ)食品の分類や食品の科学性について総合 ○食品製造実習を行学 4
食品製造の基礎 ６ 的な学習をし 食品製造の内容を理解します います。 期， 。

( )第６章 (ｱ)イチゴ，甘夏，梅を原料に果実類の加工 ・ｲﾁｺﾞｼﾞｬﾑ･梅ｼﾞｬﾑ 末期 5
５ 果実類の加工 特性や加工品の種類，製造方法などを理解し ・甘夏ﾏｰﾏﾚｰﾄﾞ･梅干 考

７ ます。 ・豚味噌 査

【課題・提出物等】

○授業でのワークシート，考査終了後に授業で記録したノートと考査での訂正を提出します。

○実習の始めに製造についての口頭質問・小テストを行い，理解度を確認します。

【第１学期の評価方法】

○学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価します。学期末において，観点ごとの

総括的評価を行います。

中( )第３章 ７ (ｱ)食品の品質を低下させる原因について理 ○食品製造実習を行5
間食品の変質と貯蔵 解し，食品としての価値をできるだけ維持す います。

二 考９ るための貯蔵方法を習得します。 ・豚味噌

査( )第７章 (ｱ)豚肉を中心に肉類の加工特性，加工品の ・ベーコン6
１ 肉類の加工 種類，製造方法を理解します。学 10

期

期 末( )第８章 (ｱ)発酵食品の種類と特徴，微生物や酵素の ・麦みそ7 11
考発酵食品の製造 働きを利用した製造の原理，製造技術の変遷 ・甘酒

査12 について理解し，基本的な知識と技術を習得 ・ジャム類

します。



- 16 -

【課題・提出物等】

○授業でのワークシート，考査終了後に授業で記録したノートと考査での訂正を提出します。

○実習の始めに製造についての口頭質問・小テストを行い，理解度を確認します。

【第２学期の評価方法】

○学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価します。学期末において，観点ごとの

総括的評価を行います。

( )第４章 (ｱ)食品の安全確保と衛生管理の重要性を理 ○食品製造実習を行 学8 12
三 食品加工と食品衛生 解し，安全で衛生的な食品を製造する態度を います。 年

１
養います。 ・ﾊﾟﾝ・ｸｯｷｰ・ｽﾎﾟﾝ 末

２
学 ( )第６章 (ｱ)米と小麦について，その種類や加工特性 ｼﾞｹｰｷ・豚味噌・麦 考9

３１ 穀類の加工 を理解します。 みそ・ｼﾞｬﾑ類・甘酒 査

【課題・提出物等】

○授業でのワークシート，考査終了後に授業で記録したノートと考査での訂正を提出します。

○実習の始めに製造についての口頭質問・小テストを行い，理解度を確認します。

【第３学期の評価方法】

○学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価します。学期末において，観点ごとの

総括的評価を行います。

【年間の学習状況からの評価方法】

○各学期末における観点別評価を基に，総合して学期末に５段階の評定にまとめます。

，確かな学力を身に付ける ○座学で習得する知識と製造実習で習得する知識・技術をリンクさせて
食品の特性と加工方法および貯蔵の原理を理解しましょう。ためのアドバイス

授業を受けるに当たって ○衛生管理，健康管理，整理整頓を常に念頭において，製造実習に取り
守ってほしい事項 組みましょう。

○板書は必ず記録しましょう。

(２) 評価の観点，内容及び評価方法
皆さんの学習状況は 知識・技能 思考・判断・表現 及び 主体的に学習に取り組む態度 の３つの観，「 」，「 」 「 」
点で評価します。

評価の観点及び内容 評価方法

○食品製造について体系的・系統的に理解す ○定期テスト ○提出物
知識・技能 るとともに，関連する技術を身に付けている ○製造実習における態度

か。 ○機械や器具の操作

○食品製造に関する課題を発見し，農業や農 ○定期テスト
業関連産業に携わる者として合理的かつ創造 ○プリント
的に解決する力を養っているか。 ○製造実習における態度

思考・判断・表現

○商品開発作品

○食品製造について生産性や品質の向上が経 ○製造実習における態度
主体的に学習に 営発展へつながるよう自ら学び，農業の振興 ○商品開発
取り組む態度 や社会貢献に主体的かつ協働的な態度を養っ

ているか。

【観点別学習状況の評価】
Ａ……「十分満足できる」状況と判断されるもの
Ｂ……「おおむね満足できる」状況と判断されるもの
Ｃ……「努力を要する」状況と判断されるもの

３ 担当者からのメッセージ

他人の生命にかかわる分野でもあり，安全衛生面が第一ですので，日々の自己管理をきちんとし
てください。また，常に商品開発を視野に入れて学習してほしいです。
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（新課程用）

２ 単位（教科）農業 単 位 数

農林技術科 ・ 第２学年（科目）地域資源活用 学科・学年

１ 学習到達目標等
地域資源の活用について関連する技術を身に付ける。１．

２．実践的・体験的な学習活動を行うことを通して，地域資源の活用に関す

る課題を発見し解決する力を養う。学習の到達目標

３．地域資源の活用について新たな価値の創造に寄与できるよう自ら学び，

農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

使用教科書・副教材等 ・教科書 実教出版 「グリーンライフ」

２ 学習計画及び評価方法等
（１）学習計画等

備 考

考学
月

（学習活動の特記事項，他

期 査
学 習 内 容 学習のねらい

教科・総合的な学習の時間・

特別活動等の関連など）

( )本校の加工品と地 ４ (ｱ)本校の加工品についての製造方法や施設 ○食品製造実習を行1
域資源活用 設備，ラベル，価格等を知り，今後の学習の います。 中

基盤とします。 ・豚味噌 ・麦みそ 間

５ (ｲ) 更生之素 についての歴史を知ります ○梅・ブルーベリー 考一 「 」 。

( )地域資源活用の意 (ｱ)地域社会，コミュニティの変化と現状・ 農園での収穫実習 査2
義と役割 課題について理解します。 ○地元の特産品の市学

６ (ｲ)地域社会における課題解決に向けた施策 場調査 期

を考案し，その方法について協働的に取り組 ○地域調査 末期

みます。 ○資源探検ワークシ 考

７ (ｳ)異業種連携と商品価値について理解しま ョップ 査

す。

【課題・提出物等】

○ワークシート，考査終了後に授業で記録したノートと考査での訂正を提出します。

○課題学習についての口頭質問・小テストを行い，自主性・理解度を確認します。

【第１学期の評価方法】

○学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価します。学期末において，観点ごとの

総括的評価を行います。

中( )地域資源の価値と ７ (ｱ)地域資源と安定的な食料生産と環境保全 ○食品製造を行いま3
間活用 及び資源活用について考察し，適切な資源を す。

二 考
９
選定します。 ・豚味噌 ・麦みそ

査(ｲ)商品開発についての概要と実施の手順に ○商品開発に向けた

学 期

10
ついて理解します。 実験実習を行いま

末
11
(ｳ)サービス業への活用を理解し，地域ネッ す。

期 考12 トワークとの繋がりと有効活用の必要性を確
査認します。

【課題・提出物等】

○授業でのワークシート，考査終了後に授業で記録したノートと考査での訂正を提出します。
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○実習の始めに製造についての口頭質問・小テストを行い，理解度を確認します。

【第２学期の評価方法】

○学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価します。学期末において，観点ごとの

総括的評価を行います。

( )地域と連携した活 (ｱ)地域資源のマーケティングとブランドづ ○食品製造実習を行 学3 12
三 動 くりについての知識・技術を習得し，魅力を います。 年

１
伝える実践を行います。 ・豚味噌 ･麦みそ 末

２
学 (ｲ)起業や六次産業化について理解します。 ・甘酒 ・米飴 考

３ ○実践発表会 査

【課題・提出物等】

○授業でのワークシート，考査終了後に授業で記録したノートと考査での訂正を提出します。

○実習の始めに製造についての口頭質問・小テストを行い，理解度を確認します。

【第３学期の評価方法】

○学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価します。学期末において，観点ごとの

総括的評価を行います。

【年間の学習状況からの評価方法】

○各学期末における観点別評価を基に，総合して学期末に５段階の評定にまとめます。

(２) 評価の観点，内容及び評価方法
皆さんの学習状況は 知識・技能 思考・判断・表現 及び 主体的に学習に取り組む態度 の３つの観，「 」，「 」 「 」
点で評価します。

評価の観点及び内容 評価方法

○地域資源活用に関する基礎的な知識や技能 ○学習活動への参加の仕方
知識・技能 を身につけているか。また，実技を通して実 や態度

践的な力をつけたか。 ○ワークシート・レポート
○定期考査

○農林業・農山村に関する課題を多面的に考 ○学習活動への参加の仕方
察しているか。また，課題を科学的にとらえ や態度
て合理的に解決し，表現できる実践的な態度 ○ワークシート・レポート

思考・判断・表現

を身につけているか。 ○定期テスト
○実践作品

○地域資源活用について興味・関心を高めて ○学習活動への参加の仕方
主体的に学習に いるか。また，課題の探求に意欲的に取り組 や態度
取り組む態度 み，その課題を科学的にとらえて合理的に解 ○ワークシート・レポート

決しようとする実践的な態度を身につけてい ○定期考査
るか。 ○実践作品

【観点別学習状況の評価】
Ａ……「十分満足できる」状況と判断されるもの
Ｂ……「おおむね満足できる」状況と判断されるもの
Ｃ……「努力を要する」状況と判断されるもの

３ 担当者からのメッセージ

確かな学力を身に付ける ○常に主体的に取り組み，考えや調査した資料などを必ず記録しましょ
ためのアドバイス う。

○ワークショップ型の取組が主です。一人ひとりが参加し，自分の考え
を表現できるように努力しましょう。

授業を受けるに当たって ○始業のチャイムで授業を始める準備が整っているようにして，授業に
守ってほしい事項 集中するとともに板書は必ず記録し，忘れ物がないようにしましょう。

○外部の方との交流もあります。身だしなみはきちんとし，礼儀正しい
態度で取り組みましょう。

地域資源活用は農林業・農山村の多面的な機能を学ぶ教科です。地域
その他 を支える視点で自分たちができることは何か考え，積極的に授業をうけ

ることを期待します。
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（ 新 課 程 用 ）  
農   業  

林 産 物 利 用  
単 位 数 

  
２ 単 位  

学科・学年 農 林 技 術 科 ・ 第 ２ 学 年  
 
１ 学習到達目標等  

 
 
  学習の到達目標 
 

１  木 材 の 構 造 ， 性 質 や 用 途 を 理 解 し ， 木 材 を 製 材 ， 加 工 ， 利 用 す る 知 識  

  と 技 術 を 習 得 す る 。  

２  製 材 に 関 す る こ と ， 木 材 工 作 に 関 す る こ と ， 木 材 の 乾 燥 や 保 存 に 関 す  

る こ と に つ い て 課 題 を 見 い だ し ，合 理 的・創 造 的 に 解 決 す る 力 を 養 う 。 

３  林 産 物 の 多 様 な 利 用 に つ い て 自 ら 学 び ， 主 体 的 協 働 的 に 取 り 組 む 姿 勢  

を 身 に つ け る 。  
使用教科書・副教材等 林 産 物 利 用 （ 実 教 出 版 ） ， 林 業 白 書  

  
２ 学習計画及び評価方法等 
 （１）学習計画等  

学 

期 

単  元  名  
学  習  内  容  

月 
 

学  習  の  ね  ら  い  
評  価  規  準  

備 考 
(学習活動の特記事

項 他)  

考 

査 
 
 
 
一  
 
 
 
学 
 
 
 
期  
 
 
 

第 １ 章  森 林 資 源 の 循 環 利  

用 と 林 業 ・ 林 産 業  

第 １ 節 循 環 資 源 と し て の  

木 材  

 第 ２ 節 木 造 建 築 と 循 環  

第 ３ 節 林 産 業 の 現 状 と 動  

   行  

  第 １ 木 材 加 工 業 の 現 状  

と 課 題  

  第 ２ 特 殊 林 産 物 製 造 業  

の 現 状 と 課 題  

第 ２ 章  木 材 の 性 質 と 用 途  

第 １ 節 木 材 の 構 造  

 第 １ 木 材 の 肉 眼 的 構 造  

 第 ２ 木 材 の 顕 微 鏡 的 構  

   造  

 

４  

 

 

 

５  

 

 

 

６  

 

 

 

７  

 

 

・ 森 林 の 役 割 と 木 材 産 業 に つ い て 理 解  

し ま す 。  

・ 木 材 資 源 と 林 産 加 工 の 関 わ り に つ い  

て 理 解 し ま す 。  

・ 木 造 建 築 や そ の 機 能 に つ い て 理 解 し  

ま す 。  

・ 林 産 工 業 ・ 林 産 産 業 の 動 向 や 林 産 加  

 工 関 係 の 仕 事 に つ い て 理 解 し ま す 。  

・ 木 材 の 特 性 と 用 途 に つ い て 理 解 し ，  

 木 材 が 自 分 た ち の 暮 ら し に ど の よ う  

 に 利 用 さ れ て い る か 理 解 し ま す 。  

・ 木 材 の 肉 眼 的 構 造 （ 断 面 ・ 木 材 の 方  

 向 な ど ） に つ い て 理 解 し ま す 。  

・ 木 材 の 顕 微 鏡 的 構 造 に つ い て 理 解 し  

ま す 。  

 

・ 森 林 資 源 や  

木 造 建 築 の  

環 境 的 な 意  

義 や 木 材 産  

業 に つ い て  

調 べ ま す 。  

・ 自 分 の 家 で  

木 材 が 利 用  

さ れ て い る  

か レ ポ ー ト  

を 書 き ま す 。  

・ 木 材 を 実 際  

に 見 て ス ケ  

ッ チ を し て  

構 造 に つ い  

て レ ポ ー ト  

を 書 き ま す 。  

 

 

中 

間 

考 

査 

 

 

 

 

期  

末  

考  

査  

 

 

【課題・提出物等】 
配 布 プ リ ン ト の 提 出 ， ノ ー ト の 提 出 ， テ ス ト 訂 正 の 提 出  

【第１学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 
 
 
二  
 
 
 
学  
 
 
 
期  
 
 
 

第 ２ 節 木 材 の 性 質  

 第 １ 木 材 の 物 理 的 性 質  

 第 ２ 木 材 の 機 械 的 性 質  

 第 ３ 木 材 の 化 学 的 性 質  

第 ３ 節  木 材 の 用 途  

 第 １ 木 材 の 特 性 と 用 途  

 第 ２ 木 材 の 様 々 な 利 用  

第 ３ 章  製 材 と 木 材 の 工 作  

 第 １ 節 製 材  

  第 １ 鋸  

  第 ２ 製 材 作 業  

  第 ３ 製 材 機 械  

第 ２ 節 木 材 の 乾 燥 と 保 存  

第 １ 木 材 の 乾 燥  

第 ２ 木 材 の 保 存   

 

９  
 
 

 

10  
 

 

 

11  
 
 
 

12  
 
 
 

・ 木 材 の 物 理 的 性 質 ， 機 械 的 性 質 ， 化 学  

的 性 質 に つ い て 理 解 し ま す 。  

・ 木 材 の 強 度 や 弾 性 な ど と 木 材 の 比 重 ，  

 含 有 水 分 や 傷 な ど と の か ん け い に つ い  

 て 考 察 し ま す 。  

・ 木 材 の 特 性 や 製 材 用 ， パ ル プ ・ チ ッ プ  

用 ， 合 板 用 な ど の 様 々 な 木 材 の 利 用 に  

つ い て 木 材 の 特 性 と 用 途 の 関 係 に つ い  

て 考 察 し ま す 。  

・ 製 材 木 取 り ， 製 材 行 程 や 製 材 機 械 ， 主  

な 樹 種 の 乾 燥 ， 用 途 に 応 じ た 乾 燥 に つ  

い て 理 解 し ま す 。  

・ 木 材 乾 燥 の 施 設 ・ 設 備 ， 木 材 の 乾 燥 と  

 保 存 に つ い て 木 材 資 源 の 効 率 的 利 用 や  

 木 材 利 用 に お け る 保 存 の 必 要 性 に つ い  

 て 考 察 し ま す 。  

・ 木 材 の 収 縮  

 膨 張 が 繊 維  

方 向 ， 半 径  

方 向 ， 接 線  

方 向 で 異 な  

る こ と を 確  

認 し ま す 。  

・ 製 材 機 械 の  

操 作 と 作 品  

製 作 を 行 い  

ま す 。  

・ ま と め と し  
て 結 果 を レ  
ポ ー ト に ま  
と め 提 出 し  
ま す 。  

 
 
 
中
間
考
査  
 
 
期
末
考
査  
 
 

【課題・提出物等】 
配 布 プ リ ン ト の 提 出 ， ノ ー ト の 提 出 ， テ ス ト 訂 正 の 提 出  

【２学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
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三 
 
学 
 
期 
 

第 ３ 節  木 材 の 工 作  

第 １ 工 作 法  

第 ２ 木 材 加 工 機 械  

  第 ３ 塗 装  

１  
２  
３  

・ 木 材 の 種 類 や 状 態 に 応 じ た 切 削 加 工 ，  
面 削 り 作 業 を 理 解 し ま す 。  

・ 木 工 工 作 法 お よ び 塗 装 ， 刃 物 と 切 削 と  
の 関 係 ，事 故 防 止 に つ い て 考 察 し ま す 。 

・ ま と め と し  
て 結 果 を レ  
ポ ー ト に ま  
と め 提 出 し  
ま す 。  

学 
年 
末 
考 
査 

【課題・提出物等】 
 配 布 プ リ ン ト の 提 出 ， ノ ー ト の 提 出 ， テ ス ト 訂 正 の 提 出  
【三学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

【年間の学習状況からの評価方法】 
 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  

  
 （２）評価の観点，内容及び評価方法 
  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

 
評価の観点及び内容 

 
評価方法 

 
知識・技能  

 

林 産 物 の 利 用 に つ い て 体 系 的 ・ 系 統 的 に 理  
解 し て い る と と も に ， 関 連 す る 技 術 を 身 に  
付 け て い る 。  

・ 定 期 考 査 ， 発 言  

・ レ ポ ー ト 記 入  

・ 行 動 観 察 ， 実 技  
 

思考・判断・表現  
 

林 産 物 の 理 由 に 関 す る 課 題 を 発 見 し ，農 業 や  
農 業 関 連 産 業 に 携 わ る 者 と し て 合 理 的 か つ  
創 造 的 に 解 決 し て い る 。  

・ 発 表 の 仕 方 や 内 容  
・ 定 期 考 査 ， レ ポ ー ト  
・ 行 動 観 察 ， 実 技  

 
主体的に学習に  
取り組む態度  

林 産 物 が 多 様 な 利 用 に つ な が る よ う 自 ら 学  
び ， 農 業 の 振 興 や 社 会 貢 献 に 主 体 的 か つ 協  
働 的 に 取 り 組 も う と し て い る 。  

・ 出 席 状 況  
・ 定 期 考 査 ， 発 言  
・ 行 動 観 察 ， 実 技  

 
【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】  
 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････････Ａ  
 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ  
 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････････Ｃ  
 

 
３ 担当者からのメッセージ  

 
             
確かな学力を身に付ける  

  ためのアドバイス  
 

・実 習 も 含 め て ，「 林 産 物 利 用 」の 学 習 を 一 つ 一 つ 着 実 に て い ね い に 積  
み 重 ね ，林 産 物 の 加 工 な ど 様 々 な 場 面 で 活 用 で き る 基 礎 知 識 や 応 用 力  
実 践 力 を 身 に 付 け て く だ さ い 。  

・地 域 を 支 え る 視 点 で 自 分 た ち が で き る こ と は 何 か 考 え ，積 極 的 に 授 業  
に 望 む こ と を 期 待 し て い ま す 。  

 
             
授業を受けるに当たっ  
て守ってほしい事項  
 

・ 座 学 に お い て は ， 教 科 書 ・ ノ ー ト ， 実 習 に お い て は ， 実 習 服 な ど 学  
習 に 必 要 な 道 具 の 準 備 を 忘 れ な い こ と が 大 切 で す 。  

・授 業 中 の 指 導 者 の 指 示 に 従 う こ と 。特 に ，実 習 に お い て は 危 険 を 伴 う  
場 合 が あ る た め ， 指 導 ・ 注 意 さ れ た こ と を 守 る よ う に し ま し ょ う 。  

・ 指 示 を よ く 聞 い て ， 提 出 物 は 必 ず 出 し ま し ょ う 。  
 
 

その他  
 
 

・森 林 資 源 を 活 用 す る 林 産 物 利 用 に つ い て ，地 球 の 未 来 を 創 る 産 業 の 視  

点 で 捉 え ， 地 球 環 境 問 題 に つ い て も 考 え て く だ さ い 。 つ け ま し ょ う 。 

・ 実 習 で は ， 学 校 生 産 物 （ 鉢 カ バ ー ， 丸 椅 子 ， ベ ン チ ， 木 炭 ， 木 酢 液 ） 

の 製 作 に も 取 り 組 み ま す 。指 導 者 の 指 示 に 従 い ，事 故 や 怪 我 を し な い  

よ う に 真 剣 に 取 り 組 み ま し ょ う 。  
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（ 新 課 程 用 ）  

農業 

測量  

単 位 数 ２
 
単 位  

 
学科・学年 

 

 
農 林 技 術 科 ・ 第 ２ 学 年  

 
 
１ 学習到達目標等  

  学習の到達目標 １ 測量に必要な知識と技術を習得します。 

２ 実際に各種の事業に応用する能力と態度を身に付けます。  

使用教科書・副教材等 農業測量（実教出版）  

 
２ 学習計画及び評価方法等 
 （１）学習計画等  
学 
期 

単  元  名  
学  習  内  容  

月 
 

学  習  の  ね  ら  い  
評  価  規  準  

    備 考   
(学習活動の特記事項 他)  

考 
査 

 

一  
 
学 
 
期  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

測量のわけ方 

測量のすすめかた 

 
１  平板測量  

(1) 平板測量の器具 

 
(2) 平板のすえつけ 

(3) 平板測量の方法  
(4) 平板測量の応用 

 
(5) 平板測量の誤差 

(6) 面積の算定  
(7) 平板測量の製図  

４  

 
５  
 
 
６  
 
 
 
７  
 
 
 

・測量の目的によって，いろいろな

種類があることを知る。  
・測量の作業手順を学ぶとともに，

誤差が伴うことを理解します。 

・平板測量に用いる器具の名称，取

り扱いすえつけを理解します。 

・平板測量のための距離測定，道線

法による誤差の調整ができるよう  
にします。 

・アリダードを使用し，傾斜の測定，

高低差及び距離が算出できるよ  
うにします。 

・平板測量の各種誤差とその原因を

理解します。 

・面積の算定 

・測量図の製図  

・ 平 板 測 量 の 作 業

順 序 を 理 解 し ， 観

測 か ら 計 算 ， 製 図

ま で の 流 れ を 取 り

扱 い ま す 。  

中 
間 
考 
査 

・ 農 業 ク ラ ブ 平 板

測 量 競 技 大 会 へ 向

け て の 練 習 に も 取

り 組 み ま す 。  

 

期  

末  

考  

査  
【課題・提出物等】 配 布 プ リ ン ト の 提 出 ， ノ ー ト の 提 出 ， テ ス ト 訂 正 の 提 出  

【第１学期の評価方法】 
１  毎 時 間 の 学 習 時 間 へ の 取 り 組 む 態 度 や 課 題 の 提 出 状 況 と 定 期 考 査 等 の 成 績 や 小 テ ス ト

な ど で 評 価 し ま す 。  

２  定 期 考 査 ７ ０ ％ ，学 習 に 取 り 組 む 態 度 や 関 心・ 意 欲（ 忘 れ 物・ 遅 刻・ 服 装・ 出 席 ・授 業

態 度 ） ２ ０ ％ ， 提 出 物 （ ノ ー ト ・ レ ポ ー ト ） １ ０ ％ の 配 分 で 行 い ま す 。  
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

 
二  
 
学  
 
期  
 
 

２ 水準測量  
( 1 )  水準測量の器械・器具 

 
(2) 水準測量の方法  

 
 
 

( 3 )  野帳の記入法 

 
 

( 4 )  交互・間接水準測量 

 
(5) 水準測量の誤差  

 
 

７  

 
９  
 
 
 
10 

 
 
11 

 

12  

・レベルの種類やしくみを理解しま

す。 

・レベルの基本操作が出来るように

なります。 

・レベルを用いた測量の基本を理解

します。  
・２つの野帳（昇降式，器高式）を

理解し，記入や計算が出来るように

なります。 

・交互・間接測量について理解し，

測量出来るようになります。  
・レベルを用いた測量の精度や誤差

に及び，誤差の修正方法について理

解します。  

・ レ ベ ル に よ る 観

測 方 法 を 総 合 実 習

で 扱 い ま す 。   
 

中
間
考
査  
 
 

・ 高 低 差 測 定 の 方

法 と 野 帳 記 入 方 法

を 習 得 し ま す 。  

・誤 差 の 修 正 や回避

ができるようになり

ます。  

 
 
期
末
考
査  
 

【課題・提出物等】 配 布 プ リ ン ト の 提 出 ， ノ ー ト の 提 出 ， テ ス ト 訂 正 の 提 出  
【２学期の評価方法】 
１  毎 時 間 の 学 習 時 間 へ の 取 り 組 む 態 度 や 課 題 の 提 出 状 況 と 定 期 考 査 等 の 成 績 や 実 技 な ど で

評 価 し ま す 。  

２  定 期 考 査 ７ ０ ％ ， 学 習 に 取 り 組 む 態 度 や 関 心 ・ 意 欲 （ 忘 れ 物 ・ 遅 刻 ・ 服 装 ・ 出 席 ・ 授 業

態 度 ） ２ ０ ％ ， 提 出 物 （ ノ ー ト ・ レ ポ ー ト ） １ ０ ％ の 配 分 で 行 い ま す 。  
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
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三 

 

学 

 

期 

 

 

 

 

３ 角測量  

(1) 角の種類と測角機械の構造  

( 2 )  セオドライトの検査 

( 3 )  角の測定 

(4 )  角測量の誤差  

１  

 

２  

 

３  

・セオドライトの種類やしくみを理

解します。  

・セオドライトの各種検査，調整が

出来るようになります。 

・セオドライトを用いた角測量を理

解し，実際の測量ができるようにな

ります。 

・角測量の誤差を理解しその誤差を

消去出来るようになります。  

・ セ オ ド ラ イ ト に

よ る 観 測 方 法 を 総

合 実 習 で 扱 い ま

す 。  

・ 水 平 角 の 各 種 の

測 定 方 法 が で き ，

野 帳 の 記 入 が で き

る よ う に し ま す 。  

学 

年 

末 

考

査 

【課題・提出物等】 配 布 プ リ ン ト の 提 出 ， ノ ー ト の 提 出 ， テ ス ト 訂 正 の 提 出  
【三学期の評価方法】 
１  毎 時 間 の 学 習 時 間 へ の 取 り 組 む 態 度 や 課 題 の 提 出 状 況 と 定 期 考 査 等 の 成 績 や 小 テ ス ト

な ど で 評 価 し ま す 。  

２  定 期 考 査 ７ ０ ％ ，学 習 に 取 り 組 む 態 度 や 関 心・ 意 欲（ 忘 れ 物・ 遅 刻・ 服 装・ 出 席 ・授 業

態 度 ） ２ ０ ％ ， 提 出 物 （ ノ ー ト ・ レ ポ ー ト ） １ ０ ％ の 配 分 で 行 い ま す 。  
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

【年間の学習状況からの評価方法】 
１学期の成績，２学期の成績及び３学期の成績を総合し，年間の学習成績とします。  

 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  
  
 （２）評価の観点，内容及び評価方法 
  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

評価の観点及び内容 評価方法 
 

 
知識・技能  

 
 

・測量の目的に必要な知識を理解し，基礎的な知識

を身につけ，測量の方法，誤差の調整等を理解し

ているか。  
・測量器具を正確に取り扱い，測量方法及び，誤差

の調整における技術や能力を適切に身につけて

いるか。  

・学 習 活 動 へ の 参 加 の 態

度  

・ 定 期 考 査 ， レ ポ ー ト  

・測量器具の取り扱い，方

法，誤差の調整，面積の計

算方法  
 

思考・判断・表現  
 

 

・測量の目的に応じて課題解決を目指した思考，測

量結果の整理と誤差の原因について考察してい

るか。  

・ 定 期 考 査 ， レ ポ ー ト  

・ 誤差の調整， ,製図  

 
主体的に学習に  
取り組む態度  

 

・測量の学習に興味・関心を高め，測量に関する課

題に主体的，意欲的に取り組む実践的な態度を身

につけているか。  

・学 習 活 動 へ の 参 加 の 態

度  

・ 出 席 状 況  

・ 継続的な記録の有無  
【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】  
 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････････Ａ  
 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ  
 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････････Ｃ  

 
３ 担当者からのメッセージ  
 確かな学力を身に付ける  
  ためのアドバイス  

①  始 業 の チ ャ イ ム で 授 業 を 始 め る 準 備 が 整 っ て い る よ う に し よ う 。  
②  授 業 は し っ か り 聞 き ， 復 習 を し よ う 。  
③  主 体 的 に 取 り 組 み ま し ょ う 。  

 授業を受けるに当たっ  
て守ってほしい事項  

①  忘 れ 物 が な い よ う に す る 。  

②  授 業 中 は 集 中 し ， 積 極 的 に 発 言 し よ う 。  
 
 

その他  
 
 

測 量 の 主 な 目 的 は ，地 図 や 図 面 の 作 成 ，ま た こ れ ら に 含 ま れ る 情 報 を

利 用 す る こ と で あ る 。そ の 情 報 は ，各 種 事 業 の 調 査・計 画・設 計・施 工

な ど を 行 う 場 合 の 技 術 的 な 基 礎 資 料 と な る 。測 量 と は ，地 球 表 面 上 に あ

る 各 地 点 の 相 互 の 位 置 関 係 を 測 定 し て ，そ の 方 向 ま た は 角 度・距 離 ，高

低 差 な ど を 求 め ，そ の 結 果 を も と に 地 図 や 図 面 を 作 成 し ，さ ら に 形 状 ・

面 積・体 積 な ど を 算 出 す る 技 術 で あ る 。日 常 生 活 の 中 で ，様 々 な 場 面 で

測 量 の 技 術 が 利 用 さ れ て い る こ と を 理 解 し ，意 欲 的 に 授 業 に 望 む こ と を

期 待 し て い ま す 。  
 


